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黒鉱鉱床の採掘から精錬まで

小村幸二郎
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切羽における鉱疽積み込み作業

黒鉱鉱床の採掘切羽の状況を示す.発破孔をノミ(たがねの一種)

とセット(ハンマｰの一種)で掘りスコップを使って鉱石や岩石を鉱

車に積み込みそして鉱車を手で押していた往時にくらべるとジャ

イアントのようだ大型さく岩機やこの写真に見られるようなロｰダｰを

使用して大量の鉱石や岩石が採掘･運搬される現代の坑内切羽は大規模

である.そして発破の後の切羽では1コｰダｰだけがまるで生物

のように身をゆすりながら崩された鉱石や岩石をきれいにさらってゆ

く.土木作業の現場を見るようにさえ思える坑内には人影もまぱら

で長く連結された小さ次鉱車もレｰルもない.大型機器を駆使して

採掘することが可能な主な理由をつきつめてみれぼ黒鉱鉱床が海底で

厚く堆積した当時の性状を余り損わずに残しているからということに在

るのかもLれたい.(小村幸二郎)�


